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スマイルわん -わんこの学校- は 
富士見市にある通学型のドッグスクールです。 

広いドッグラン設備で 
ドッグラン・トレーニングをしています。 

学校のメニューを通じて、 

基本的なトレーニング・アジリティー 

社会性のトレーニングをすることが出来ます。 



はじめに 
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犬を飼っている人が当たり前の事でも飼っていない人から 
見ると当たり前で無いことが沢山あります。 
 
特にマンションなどの集合住宅では共有部分も多いので 
ルールを作り守ることが大切です。 
 
大切な家族な一員なのでしっかり理解をして貰う為に 
まずは飼っていない人の考えを尊重する事です。 
 
みんなが気持ち良く生活が出来るように 
環境を作り上げていきましょう！ 

みんなで共同生活 



© Smilewan 3 

2. すぐに始められるトレーニング 
~アイコンタクト・タッチング~ 
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1. 当たり前なのかな？ 
~騒音・異臭問題~ 



騒音の問題 
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トレーニングを早期の段階で導入する。 
「自立」の第一歩として、大切です。 
飼い主さんと一緒にいる時にも、サークル、クレートで 
過ごす時間を作っていくようにしましょう。 

クレートやサークルの使用 

要求吠え 

警戒吠え 

  

 

 

吠え以外の騒音問題で多いのが犬の爪かき音です。 
犬の健康維持のためにもなるので走り回る所には 
引くようにしましょう。 

コルクマットなどで防音対策 



異臭の問題 
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マーキングポイントをしっかり決めることが大切です。 
水をかけてきれいにし、うんちをしてしまった場合は 
うんち袋に収納して家に持ち帰ります。 

マーキングポイント 

被毛の散乱 

糞尿のトラブル 

ベランダではやらない 
散乱しないように袋に入れて捨てる 
ここは 

抜け毛対策 



2. すぐに始められるトレーニング 
~日々のコミュニケーション~ 



ルアー・トレーニング 
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お尻を地面につける体勢です 
おやつを意識させ、腰が落ちる高さまで誘導します。  
お尻が落ちた時におやつを与えます。 
飛びついたり、足を掛けたりしたらやり直しをして  
正しい姿勢を教えていきましょう。 

おやつを使って正しく 

ふせ 

おなか、肘が地面に着いた体勢です。 
おやつを地面に下げて誘導します。 
ふせの体勢にならない時は足などでバリケードを  
作り下をくぐらせるようにしてみましょう。 

バリケードなどの道具も使って 

おすわり 



アイコンタクト 
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おやつをわんこと人の目線の間において目が合ったら成功♪ 
気が散らない場所で行うようにしましょう。  
名前を呼んだり声掛けをしてもOKです。 

step① 

目を合わせて待て 

「待て」を使ってアイコンタクト。  
おやつが離れていても出来るかな？ 
目を合わせるまでの時間、合わせられている時間を  
のばしていきましょう！ 

step② 

待て 



わん！ステップアップ 
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クリッカー アジリティ ドッグカフェ 
飼い主と犬が息をピッタリ合わせ、 
 
コース上に置かれた 
ハードル / トンネル / スラローム / シーソー
などの障害物を定められた時間内に、 
着実に、次々とクリアしていく競技でいわ
ば犬の障害物競争です。 
 
世界大会なども行われているメジャーな
ドッグスポーツの一つです。 
 
スピードを競う競技ですが、物慣れにもな
り一緒に楽しみやすいトレーニングです。 

最近ではテラス席などで一緒に入れる 
カフェが増えてきました。 
 
カフェでは一緒に食事を楽しめるだけでは
なく犬に社交性を身につけさせることがで
きるというメリットがあります。 
 
お店によっては小型犬のみと犬種が制限さ
れている場合もありますが、基本的にはし
つけさえしっかりしていれば、小型犬から
大型犬まで一緒にカフェを楽しめます。 
 
マナーをしっかり守って楽しみましょう。 

クリッカートレーニングはクリッカーの
『カチッ！』という音と大好きなおやつを
使い犬に行動を教えていきます。 
 
クリッカーを1度ならしトリーツを与えま
す。この行動を繰り返し行うと、 
犬はクリッカーの音とおやつを結びつけ考
えるようになります。 
 
どうやったらクリッカーの音がなるのかな
～？というように考えるようになり、いろ
んな行動を教えることが出来るので犬と一
緒に楽しみながらトレーニングが出来ます。 



  

＊注意書きなどをここに記載。例：本書類に関して一切の無断転用・転載を禁止致します。など 
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